
人工・合成の用語の削除
無添加・不使用表示の問題

人工・合成の用語や、食品添加物の無添加
や不使用の表示は、それを使用しないこと
が優良であるような誤認を消費者に与え、
場合によっては安全性を軽視する可能性も
あるので不適切である。

9

ガイドラインの策定へ
（2021年3月から1年かけて検討会開催）



義務表示と任意表示

食品表示は、

（1）表示する必要があるもの（義務表示）

（2）どちらでもないもの（任意表示）
に分けることができる。

（1）義務表示は、食品表示法で決められている。

（2）任意表示は、基本的に何でも書いてよいが、
消費者を誤認させてはならず、景品表示法や薬機法
等で「書いてはいけないこと」が決められている。
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食品表示の関連法律

16

①JAS法

②食品衛生法

③健康増進法

④不当景品類及び不当表示防止法（景品表示法）

⑤健康増進法

⑥薬機法（医薬品、医療機器等の品質、有効性及び安全性の確保等に関する法律）

⑦計量法
⑧不正競争防止法

＊他にもトレーサビリティ法、容器包装リサイクル法、PL（製造
物責任）法など

消費者庁のもとで義務表示の部分が

一元化されて、2015年4月より
食品表示法が施行された
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●品名
●原材料名
●内容量

●賞味期限
●保存方法

●表示責任者

●栄養成分表示

食品表示～SDGsの視点から考える



36



40




